第44回　施設処遇検討会議　議事録

H21.3.16　13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：小坂和子・小笠原嘉紀・上平ユリ子・馬渡道伸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出貝梢・中村文洋・向奈津美・三浦理見

(欠席者：千葉C.E.O・長谷部S.G.M・清水S.G.M・秋山S.G.M)
記　録：三浦　理見

議題

１：大国　英里様（青明舎利用者様）の処遇について

２：倉石　ヨシエ様（青風荘入所者様）の処遇について

３：上久保　善郎様（青山荘入所者様）の処遇について

１：大国　英里様（青明舎利用者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　合併症：眼病・皮膚病

＜支援内容＞

①うみねこ幸房利用について（幸房利用までの調整）
・市役所へ同行し、サービス利用の申請手続きを行う。

・定期的に本人と面談を行い、振返りと評価を行う。

・うみねこ幸房を訪問し、本人の様子を見る。

・家族へ対して面談を行い、自宅での様子について確認し、幸房での様子を提供する。

＜評価＞

　９月中旬よりうみねこ幸房体験利用を行い、現在では週３回通所している。３月１０日にケース会議実施し、４月１日より正式利用へと移行となる。ケース会議時には家族より自宅では寝てばかりいるとのことで、何も家事手伝いは行わないことや家族に対しても自分の都合のよいように二転三転と話が変わり対応に困っていると話している。今後正式利用にあたり、自宅でも家事手伝いを行うよう意識づけることや、体調管理を長期目標に挙げ、家族と共に支援をしていく。体験利用時にはパン作業に入っていたが、危険予知が出来ず焼き釜の前に立ったりと危ない行動が目立っていた。本人は正式利用後もパン作業を希望していたが、職員からパン作業希望するのであれば現在の能力的にはメンテナンス等しか割り当てられないとの説明を受け、ランチ作業へと変更している。日常生活においても、危険予知能力が低下していることからも怪我をすることも度々あり、それ以上の低下を防ぐための支援や声掛け等の支援が今後必要となってくる。また、服薬への依存が強く体調不良をアピールしたり、ちょっとしたことで受診や処方を希望することも多いため、今後作業ばかりではなく、体調管理に対する支援も行っていく。
２：倉石ヨシエ様（青風荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　　　合併症：高血圧

＜問題点＞

1 高齢の為の身体機能の低下（体重過多･筋力低下・高血圧）

· バイタル測定をし経過を観察して、高値が続くようであれば主治医ヘ相談する。

· 毎回、健康プログラム時に体重を量り、自分の体重を意識してもらう。また、身体的な機能の低下を予防するため、健康プログラムでの予防体操、朝の体操等を継続して実施する。
· 出来るだけ外界での刺激に触れて頂く為にも、床屋やレク参加を通して生活にメリハリをつけ活性化を図る。

②　歩行時の転倒と椅子からの転落の恐れある。

· 骨折等の怪我に繋がらないよう、立ち上がりや移動時、日中の活動時にはデイナイトケアとも連携しそばで付き添い見守る。

· 外出時(散歩、外来、レク等)はつまずいて転倒しないように、常に傍で付き添う。

3 妄想的発言（神様の仕業等）を理由に身体的不調を訴えたり、物事を拒否したりする。
· 発言に対して傾聴し、本人の不安を受容しつつ、分かりやすい表現を用いながら不安の軽減に努める。

· 物事を拒否した場合は、何回も説明しながら促し、一緒に実践してみる。

· 不調を訴えたときは、時には休養してもらい、ゆっくりと待ち、場合によってはバイタル測定を行なう。

＜評価＞

体を動かすことに拒否が強いものの、自分の好きなこと（レクリエーションやボーリング等）では億劫がらずに積極的に参加することが出来ている。このことからも、本人の興味や趣味を引き出し、活動意欲へ結びつけられるような支援を行うことが必要である。また、体重過多により以前、体調不良時に職員が介護できなかったこともあるため、やはり体重減少への働きかけを継続して行っていく。血圧は安定してきているため、もう少し体重が落ちることでより血圧も安定してくると考えられる。

３：上久保善郎様（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　　　合併症：なし

＜問題点＞

①退所後の生活（家族からの支援　・退所後の日中活動・自宅での本人の社会的役割・妹様へ支援協力の依頼）

介入方法

「退所後の日中活動」「自宅での本人の社会的役割」

○日中の活動場所

· 退所後の日中活動として、実家の農作業の手伝い、外来・デイケアへの通所を行う。

· 農作業は週2日、4時間程度としている。保護者様も了承。

· 外来受診毎週木曜日。
· 通所日は火曜日と木曜日、金曜日の週3日。

○自宅での仕事を維持

→食事の準備や後片付け、掃除について本人と振り返りを行い、評価を行っていく。その際、家族からの評価についても尋ね、再度家族からの評価を本人へ返す。

「妹様への支援協力の依頼」

○本人の支援を行うことへの依頼

· 農作業中の見守り（作業時間を守ること・作業の負担を過度でないか）と共に、日常生活でも、整容面・生活リズムの面からの支援を父様・母様と共に行うよう依頼。

→退所ケア会議にて、本人の状態を説明すると共に、本人への支援協力の依頼を行う。

2 サービス利用（　継続課題　・食事の偏った摂り方・体重増加）

「デイケア通所利用」

○日中活動の場として、リハビリテーションの為、デイケア利用

· 週3日（火・水・金）を利用予定。通所の為の移動には、家族様の送迎かタクシー利用を行うこととしている。

→デイケア利用の確認を退所ケア会議にて保護者様・担当スタッフと共に行う。

「青明舎利用」

○青明舎登録　

· 退所後の相談場所として、また訪問看護利用の為、青明舎登録を行う。

→青明舎登録を退所ケア会議の後に行う。

「訪問看護利用」

○五福の訪問看護を利用

→退所ケア会議にて、保護者様を含め、利用日程調整を行う。

3 健康管理（　継続課題　・食事の偏った摂り方・体重増加）

「バランス偏らない栄養の摂り方」

○食事の摂り方についての声掛け（必要に応じて）

· ダイエットの為として、食事でおかずのみを食べて済ますことがある。栄養の偏りへ繋がる為、食事はおかず以外も摂取することとする。

→食事に偏りが見られる場合は、その都度栄養面を整えていく必要性を説明する。

「運動について」

○体重増加の抑制

· ロデオボーイなどでの運動時間を増やしていく。また、荘内ウォーキングを運動に取り入れていく。

→体重の増加抑制・減少が出来たときだけでなく、運動を定期的に出来ているか否かについても評価を行っていく。

＜評価＞

３月３１日に青山荘退所となる。今後は自宅からデイケアへ通所・外来受診を行っていく。長期外泊を通して、農作業の手伝いと本人の体力、家族関係について長期間にわたり様子観察してきたが、今後は軽作業の手伝いを時間を決めて行っていく。自宅に帰る事で活動意欲の低下は顕著となることが予想され、体重・食事管理を徹底していかなければならない。青山荘入所中はロデオボーイや廊下のウォーキングを自主的に行うことが出来ているため評価している。父様・母様の本人様に対する障害理解が薄いことからも、妹様への支援協力依頼を行っていく。







